
























が歴史にも嘗て例をみないところであらう。将来それがどんな影響となつてあらはれるか私には予想出来ないが、現代女性 一つの試煉に身 投じた いふことだけはたしかである。心のひろい、情操の豊か 女性が生れるかもしれぬ。或ひは断片的な知識と教養を身の飾りとした鼻持ちならぬ女性があらはれるかもしれぬ。いづれにしても現代の女性は、精神の広範囲な領域へ足を踏みい てしまつ のである。この試煉をいかに切り抜けるか、たゞ読書に限らず、ひろく求道 問題としてこれは将来の文化を考へ折、大切な要素となる らう。読書の方法　
ところで読書の方法であるが、我何を読むべきかといふ
問題は、直ちに我いかに生くべきかといふ問題につながる。迷ひがあればこそ、それを解決しよう 我々 聖
賢の教を聞くのである。したがつて、本を読む以前に、まづ自分の胸に問うて、何がいまの自分の悩みであるかを明察しなければならない。単なる興味や好事癖だけではもとより不充分である。しかもさういふ悩みは、他人から教へらるるまでもなく自覚するのがほんたうであるから、読書もまた自ら求めるも で くてはなら い。自分の読むべき本をひたすら他人から みきくといふ態度は、自分の生き方を他人からのみ教はらうとするのと同様で結局空しい返答を得るにすぎないであらう。拱手 ゐれば誰かゞ導いてくれると思つた 間違ひである。己の生存は己自ら苦労して求めねばならぬ。こ む ことの深さと激しさを根幹と 、然る後多くの言説に耳を傾 べきであらう。濫読の効用　
実際の問題としてみれば、我々が何か精神上の疑惑を抱
いた時、いきなりそれに明答を与へてくれるやうな本にぶつかることは稀である。あちこちの様々の 読み漁 、疑惑は よいよ深く ると云つた場合は尠く い。これを乱読の弊として戒める人もある。だが、濫読は決してわいことではない。どんな人間でもはじめは濫読す ものな
51
のである。即ちそのことは、その人の迷ひが多いことを意味する。未だ自己の考への定らぬことを意味する。迷ひ多く考へ 定らぬのは、一見わるいやうにみえるけれど、事実は彼の生命力が成長しつゝあることを示す証拠なのだ。若し我々が早くか 迷ひもなく、定見があつて、決つた本だけを読んでゐたとしたらどうであらうか。却て人生から遊離して まふであらう 我々の人生が、そんなにも早く悟りや定見 もたらすも とは思へない。　
むしろ我々の心がひろく精神が勁ければつよいほど、人












すことはまた容易ではない。いい本ほどさうである。或る刹那は夢中になつて愛しても、どこかに不可解な点があつたり手のとどかぬところもあつたりして、迷ひが更に倍加する場合もあらう。さういふときは静かに本を伏せて、時を待つがよい だ。二十代でわからなかつた とも、三十代になつて漸く理解出来たと思ふ機会もあらう 、更にもつと年 と てから、やつ 思ひあたつたといふ場合もあらう。さうして終生求めて行けば行くほどその深 奥をのぞかせてくれるやうな本がある すれば、それこそ理想の結婚といへるのではなからうか。或る本 接し 、い なり全部を理解しようとするのは間違ひであり、そんな とは不可能なのだ。数百頁の本の で た た一句だけしかわからなかつた場合は、その一句を中心にしまつておいて、他に全部忘れてしま ても差支ない。忘れよう しても忘れられぬ一句だけが、畢竟自分の血肉となる あらう。またその一句によつ 人生に対す 眼も開かれるであらう。愛するからと云つてやたらに貪つて らぬ 甘へてはならぬ。求道の志　
読書の根本には求道の志がなければならないが、しかし











およそ三つにわかれると思ふ。 即ち古典と現代文学 （思想）と外国文学（思想）である。とくに近来は古典の復活が盛んであるから、この方面では実に多くの解説や注釈が出てゐる。さういふものがなければ容易に理解できぬのもほんたうだ。しかし、古典に接する際、我々の屢々お いる危険は、さういふ注釈や解説の類にひきずり廻されて、結局自分も ゞ字句や事実の穿鑒 終始してしまふことだ。後代人の附加した様々の夾雑物から自由 なつて、自分の眼でぢかに在りのまゝの古典の姿にふれる
　　
これは容易で
はないが、しかし古典を読む折の最も大切な心掛けであらう。古典にもよるけれど、たとへば万葉集など、必ずしも注釈の必要な本ではない。その時々の思ひのまゝにこれを味つてみて少しも差支へないのであらう。古典だからと云つて勿体をつける必要はない。殊更に厳め い説教と化す必要もない。つまりは自分 とつて懐かしいも とする　　
これが最も肝要だ。懐かしいといふ感じを伴はなくて



























る。つまり翻訳 いふヴエールをとほして我々は外国の姿をみてゐるわけなのだ。うつかり空想的になつてはならぬ。盲目的になつてはならぬ。我々はこゝでこそ常に明確な認識と想像力をはたらかせなくてはならない。尤も翻訳を一切読まぬといふ ら別問題である。西洋一切を否定しさることも出来よう だが、さう ると、前と 別の意味で我々は観念的になつ しまふ。つまり現代日本精神の混乱状態に盲目になつてしまふ。盲目になるこ はそれから逃避することだ。我々としては西洋文明の害毒をよく見究め、これへの抵抗素を体内 確保する必要があ のだ　
翻訳といふ甚だ不具のすがたで伝つて来たものに対し
て、我々は出来るかぎり実体を推察 、正確 判断して、それと日本固有の心とを比較し、取捨選択する けの叡智を養はねばならない。外国文学を読むこ は かうい 戦ひを試みることである。拙劣な模倣ほど滑稽なものはない。ちようど嘗てアメリカ映画の盛ん つた頃、わが日本女性が、俳優の身振りや化粧の方法を真似たの 同じやうなことが、翻訳の読書の折にも起り易い である。
〈解題〉　
亀井勝一郎の「読書の態度と実際」は、一九四二年［昭
和一七］七月、 社会教育協会が発行する『婦人講座』 （第一四八篇）に発表された。　『亀井勝一郎全集第二巻』に収録された昭和一七年当時の亀井のノートを参照すると、発表予定リストと思われる記述があり、 「六月
　
女性と読書～社会教育」 と記されてい
る。こ 「社会教育」というのは、雑誌『婦人講座』の発行元である「財団法人社会教育協会」の略で、 「六月」は原稿の締め切りを指していると推測出来る。 「女性と読書」は、当初のタイトルもしくは『婦人講座』の編集者から与えられたテーマと考えられ、後に 読書の態度と実際」して掲載されたと思われる。　
こうした記録がノートに残されているものの、 「読書の
態度と実際」 『亀井勝一郎全集』 全二一巻及び補巻三 （一九七一年［昭和四六］四月～ 九七五年［昭和五〇］二月、講談社）に収録されておらず、また、同全集補巻三に収められている書誌や神谷忠孝による年譜にも記載がない。　
亀井の全集未収録の著作は、読書に関わるものだけで
も、　














は、 出口一雄の「 「読書論」文献解題」 （ 『読書論の系譜』一九九四年［平成六］二月、ゆまに書房）に依るところが大きい。 「読書の態度と実際」は、九章の「昭和年代（戦前）の読書論」で取り上げられており、 書誌情報に加えて、 「婦人読者に対して、 その実際的な方法を説いたもの」という概略が付されてい 。　
実際に内容を見てみると、Ｂ６版で一三頁、 「読書の態
度」と「読書 実際」の二章構成となっ いる。 「読 の態度」は主に、 選 方法や読書の意義を述べ 「読書
の実際」は古典文学・現代文学・翻訳文学のそれぞれを読む際の注意を挙げている。　
ここで、 「読書の態度と実際」が掲載された『婦人講座』
について触れておこう。 「読書の態度と実際」 が掲載さ た年の『出版年鑑〈昭和十八年版〉 』の「内地雑誌目録」を参照してみると、 『婦人講座』には
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のマークが付されてい

























の方向 与へられましたが、更に「どう読むべきか」の大切なことが残 てゐるやうです。本号はこの問題に答へる所が多いと思ひます。正しい理解の下に大東亜の母として教養に努めませう。 〔 「編集室から」 〕
の実際」は古典文学・現代文学・翻訳文学のそれぞれを読む際の注意を挙げている。　
ここで、 「読書の態度と実際」が掲載された『婦人講座』
について触れておこう。 「読書の態度と実際」 が掲載さ た年の『出版年鑑〈昭和十八年版〉 』の「内地雑誌目録」を参照してみると、 『婦人講座』には

のマークが付されてい














読書は「のび〳〵と楽しまなくてはならぬ」と述べている部分等と比べて、かなり厳しい。それだけ「自分の読むべき本をひたすら他人からのみきくといふ態度」を戒めているのが見て取れる。また、 「愛する心」の節では「他人からすゝめられたものは結局身につかないであろう」と述べ、「自分で選ぶ」ことが読書において「一番大事な点」であると強調している。つまり、亀井 読書論に則れば、他者から薦められた本は「身につかない」と切り捨てられてしまっている。こうした亀井の主張 、皮肉にもこの記事の後に付される文部省の推薦図書目録をまるで否定するかのような形になってしまっているのである。　
また、亀井が〈読書〉を論じる際に想定している本と、































九四二年 ［昭和一七］ 七月に発表された。この当時亀井は、雑誌『新女苑』の書評欄である「読書の頁」の連載を担当していた。 こうした欄を担当することに対し亀井は、 「女性のための読書案内といつた仕事は、私としてははじめての経験」と述懐している（ 「読者への手紙（ ） 」 『新苑』一九四二年［昭和一七］一月） 。その期間は一年半（一九四一～四二年の半ば）に亘り、 九四二年［昭和一七］六月の「西洋文明の悲劇」をもって亀井は連載を降りている（後任は中野好夫） 。これは、 一九三 年［昭和一四］三月から一九四 年［昭和一九］五月まで続いた「読書の頁」の歴代執筆者の中で一番期間が長 。　
そして担当を降りたその三ヶ月後である九月に、 「読書




体的にどのような「読書案内」が行われていたのか。それは、先にも書いたが書評の役割を多く担ったものであった。例えば、第一回目では林房雄の「西郷隆盛」と斉藤史の歌集「魚歌」 、 第二回目 武者小路実篤の「幸福な家族」 、島崎藤村の 力餅 田中秀光の「オリムポス 果実
　　
といった具合で、 一回 つき数冊紹介する形をとる。 また、新刊や良書 紹介のみならず、亀井 関心を寄せてい 分野（例えば古美術等）の専門書の紹介など、取り上げる範囲は幅広い。また、こうしたブックレビューが占め 合に比べるとかなり少ないが、読書論 触れている。　
この 「読書の頁」 で少々触れられていた読書論的内容は、






し自分の読むべき本を他人に尋ねるといふことは、真実をいへばをかしいことなのだ。何故なら、我何を読むべきかは、直ちに我いかに生くべきかに通ずるからである。一個の人間の生き方なぞ、所詮は自分で求める以外にはないからである。おそらくそのため人々は苦労もし様々迷ふでもあらう。さういふ苦労や迷ひの中から、やがて自分の愛読書が生れ、生き方も次第に明らかになつてくるのである。 〔 「読者への手紙（読書の頁） 」 （ 『新女苑』一九四二年［昭和一七］一月〕
　　　
ところで読書の方法であるが、我何を読むべきかと






度と実際」 （ 『婦人講座』 一九四二年 ［昭和一七］ 七月） 〕
　
こうして並べただけでも、 「我何を読むべきか」＝「我い
かに生くべきか」 、自発性の強調、 「迷ひ」の中から愛読書は発見されるという濫読の肯定など、その主張はほぼ同じであることがよく分かる。つまり、 『新女苑』 「読書 頁」で断片的に触れていた読書論的内容を集約し、発展させたのがこの「読書の態度と実際」であり、亀井にとって最初期の体系立った読書論と えるのである。　
こうした、初期にみられた主張は、戦後になっても引き
続き亀井読書論の柱として残ってい 。一九五〇年［昭和二五］一〇月二七日の『新潟日報』に発表された小文「読書七則」には「一、読書 第一歩は求道の志を立てることにある。われいかに生くべきか いふ根本の問ひであ」といった記述が見られるし、高校生に向けて書かれた『文学の読み方』 （一九五二年［昭和二七］一月、 至文堂）の第一章で「読書の法」を説く際も 「たとひどんな名作であつても、他人から推薦されても つたものよりも、自分で迷ひながら発見し出会つたものの方が尊い は当然である」
と述べており、 「読書の態度と実際」 で主張していた内容と重なる部分が多い。　
また、亀井の代表的読書論『読書に関する七つの意見』
（一九五四年［昭和二九］一〇月、中央公論社）においても、 「我何を読む きか」＝ 我いかに生くべきか」という問題意識は発展した形で受け継がれている。第三章「自分の原典を発見すること」の冒頭で「読書の目的は、一人間としての精神形成のためであることは云ふまでもない」述べており、読書経験と人生経験は表裏一体の関係にあることを強調している。　
このように、 「読書の態度と実際」は、 戦後数多く著され
た亀井による読書論の嚆矢と言え のである。〈附記〉　
引用文の旧字は新字に改め、ルビは省略した。その他
表記、仮名遣い、また誤植と思われる箇所も原文のまま掲出した。
（立教大学大学院博士後期課程）
